















































































































































































































































































































































































































































































6.30.金／ d 学園訪問：大学院 1回生のOさんと，d学園に見学に行きたい




























































































































































































































































































































































　● ……僕が言いたいのは，援助においては 「人間性」 が大事だというこ
とだ。「いい人・わるい人」 ということではなく，相手との相性がど
れだけいいか，相手がどれだけ気を許すかということだ。相手が気を
許していなければ，必死に伝えても伝わらないものは伝わらない。こ
こまで書いていて気がついたが，「私とは相性が合わないようだから，
他の援助者と代わります」 なんていうことができるかというと，むず
かしいのではないかと思う。最初の段階で援助の契約をしたのだから，
頑張る義務がある。先ほど述べたことと変わってしまうが……どうす
ればいいのかはわからないが，ともかく相手に信用してもらえるよう
新任教員の春学期
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に努力することなのだろう。……
学校臨床心理学の試験の回答から抜粋
　● ……子どもが30人いれば，父親と母親が単純計算で60人はいることに
なる。さらに兄弟姉妹は数え切れない。祖父母もいる。このそれぞれ
に性格などの特性があり，年齢などに応じた生きる環境があり，様々
な思い，悩みを抱えているはずである。30人の子どもの 1人 1人の学
校で見せる様子は，そういったいろいろなことの関数である。だから，
「みんな同じ子どもなんだから，みんな同じようなもの」 などと思っ
てはいけない。可能な限り，子どもがどんな環境で生きているかをわ
かったうえでのコミュニケーションが必要である。こんな聖徳太子の
ようなことは自分にはとてもできそうにないので，教師になどなりた
くないというか，なってはいけないと思うのだ。……
　● ……何かの問題が起きたとき，問題の生徒が現れたとき，それを恐れ
ないことだ。意味のあるなしはそのときはわからないし，無理に意味
づけすることはないが，まさにそのときに起こったそのことは，もう
二度とないということだ。私はそのときに居あわせたならば，必死に
考えると思う。私は，人は他人の苦しみを本当には理解できないと思
う。人は自分を通してしか物事を感じられないと思うからだ。自分に
ないものは理解できない。非人間的な意見かもしれないけど，このこ
とについて深く考えずに誰かを援助したり見守る仕事をするのは，む
ずかしいと思う。思いやりや優しさというものも信じすぎると危険だ。
人は他人の苦しみを理解できない，何かをしてあげたいという気持ち
も自己満足にすぎないかもしれない。このことを本当に考え悩みなが
らも，それを越えていこうと決意することが大事なのだと思う。……
　試験の答案に 「何も思うことがない」 と書かれたものはなかった。私は
試験を通して一所懸命に取り組む時間を提供したつもりだったが，「自分
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の考えをまとめるいい機会を作ってもらってありがたかった」 という感想
に出会ったときには，やった！と思った。また抜粋したようによく考えら
れた内容も多く，発達臨床心理学の抜粋の最後の回答などは，考えながら
書くうちに先ほどの論旨と矛盾してきて，困ってまた考えているという様
子がそのまま表れているのが面白かったし，考えるっていいことだなと思
った。
　 4か月間にあったエピソードをピックアップしてきた。それがただの点
の集まりではなく線，そして面として読者に届いた部分があったとしたら
嬉しい。私は書きたくて書いた。書いて伝えたかったことは書いたことの
それ以上でも以下でもないので，まとめはない。でも一言だけ……若者と
の人間関係の生（ライヴ）状況に投げ込まれのは，わるくない。
 ＊個人の描写については，内容の本質を歪めない範囲で変更を加えました。
 （了）
